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物理学基礎論A  平成 2o年度 前難試験Fn3題  (本 2 担当 早朧)

以下の潤いに馨えよ。ただし、解答躍紙∫ま1枚しか使えないので解籍は濃度な大ききで、

丁騨:こ書くこと。

(1)∫ (″)轟 (1・ ∬■メ)1ノ

2を
驚螢0のまわりでテーラー鍵覇せよ。ただし、ぽまでで良い。
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藝(な )月 、雄球の位1畿餞係を鐵示し、海本の概形を構け。それをもとに、機の漉ち子が襲き

る理機を爾潔に述べよ゙

(4)ケプラ‐―の感昼運動の法辱黎こついて次の開い|こ答えよ̀

(411)本来は太陽と書量の両方の運動を求める2体問題であるが
し輻墓ξ

選保篠 電を使う

と賞驚厨 の太陽と鷲量税の惑腱の機対運rJ」 |こ対する二=
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灯餡繹雉慟lttiなだ屏警講t顧隧仄趾封緩諄爆誉駐
を驚で置き換えてある。ケプラーの第2法翼リ

太陽と惑塁を結ぶ線分が一定時間に操く面積 (熊積速度)|よ等しもヽ。

は1~C Iの大きさが難奮されることから導襟継翁∫る手亀t       懸畿誓量警争ことから運動が-2次飛平檬的に醸られること

づ"と
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が得られる″壼欄‡こ入る書菫あるいは式を警け。

(4‐2)2次元纏藤漂 奮策

'oo譲

θ, y=「 sin θを使つて (■)を書き換えよ、

(事31 9督あ大きさを五として、飢=:に対する方程式を導き、ケプラーの第 1法嬌S

惑量の軌遵|ま太陽を 1つの驚点とする構円である。

を示せ6

(4-4)ケプラーの第 3法鰯

惑星が太陽を1園する時間 (同期)の 2桑と軌蓬の長率篠の3乗の比は金ての惑量に

ついて同じ億を持つ。

を導きt太陽の質%を決めよ。ただし、地球の競滋の長半径1よ 1.5x101苺 ll l、 ニユ~ト ン

の方有り,力定数はG壼 6.7来 10~liNm2/kg2と せよ。
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